
１次関数 １・１次関数とグラフ

１５ ６ １次関数を求めること（その１）

（１／５）■ 変化の割合と１組のχ，ｙの値から ■

変化の割合と１組のχ，ｙの値から

★解法の技術★

１
変化の割合が－ で，χ＝３のときｙ＝２となる１次関数を求め

２

なさい。

【考え方】１次関数ｙ＝ａχ＋ｂ（ａ，ｂは定数）では，

変化の割合＝ ＝ａで，

ａはχが１増加したときのｙの増加量を表します。

［考える手順］ ［答 案］

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数の式を，ｙ＝ａχ＋ｂ(ａ，ｂは定数)

する とおく。

２ 変化の割合(ａ)を ２ 変化の割合が－ だから，この１次関数は次のように
決める

表せる。

ｙ＝－ χ＋ｂ …①

３ 初期値(ｂ)を決め ３ χ＝３のときｙ＝２であるから，これらを①の式に

る 代入して，

(２)＝－ ×(３)＋ｂ

これを解いてｂを求めると，

４＝－３＋２ｂ，７＝２ｂより， ＝ｂ

４ 答を書く ４ よって，求める１次関数は ｙ＝－ χ＋

ｙの増加量

χの増加量

１

２

１

２

１

２

７

２

１

２

７

２

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


１次関数 １・１次関数とグラフ

１５ ６ １次関数を求めること（その１）

（２／５）■ 変化の割合と１組のχ，ｙの値から ■

◇《変化の割合とχ，ｙの値から》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

３
変化の割合が で，χ＝２のときｙ＝－１となる１次関数を求めなさい。

２

［考える手順］ ［答 案］

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数の式を，

する (ａ，ｂは定数)とおく。

２ 変化の割合(ａ)を ２ 変化の割合が だから，この１次関数は次のように
決める

表せる。

…①

３ 初期値(ｂ)を決め ３ χ＝２のときｙ＝－１であるから，これらを①の式に

る 代入して，

これを解いてｂを求めると，

，より， ＝ｂ

４ 答を書く ４ よって，求める１次関数は

３

２

３

２

３

２

３

２

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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１次関数 １・１次関数とグラフ

１５ ６ １次関数を求めること（その１）

（３／５）■ 変化の割合と１組のχ，ｙの値から ■

◇《変化の割合とχ，ｙの値から》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の条件をみたす１次関数を求めなさい。

(1) 変化の割合が３で，χ＝１のときｙ＝４

(2) 変化の割合が－１で，χ＝－２のときｙ＝－３

＊前ページの説明の部分は省略し，１次関数を求める数式だけを書いて，答えなさい。

［考える手順］ ［答 案］

(1) 変化の割合が３で，χ＝１のときｙ＝４

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数をｙ＝ａχ＋ｂ(ａ，ｂは定数)とおく。

２ 変化の割合(ａ) ２

３ 初期値(ｂ) ３

４ 答 ４

(2) 変化の割合が－１で，χ＝－２のときｙ＝－３

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数をｙ＝ａχ＋ｂ(ａ，ｂは定数)とおく。

２ 変化の割合(ａ) ２

３ 初期値(ｂ) ３

４ 答 ４

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


１次関数 １・１次関数とグラフ

１５ ６ １次関数を求めること（その１）

（４／５）■ 変化の割合と１組のχ，ｙの値から ■

◇《変化の割合とχ，ｙの値から》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の条件をみたす１次関数を求めなさい。

１
χの値が１ずつ増加するごとに，ｙの値は－ ずつ増加し，χ＝０

２

のときｙ＝－５である直線

【考え方】１次関数ｙ＝ａχ＋ｂ（ａ，ｂは定数）では，

変化の割合＝ ＝ａで，

ａはχが１増加したときのｙの増加量を表します。

＊説明の部分は省略し，１次関数を求める数式だけを書いて，答えなさい。

［考える手順］ ［答 案］

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数をｙ＝ａχ＋ｂ(ａ，ｂは定数)とおく。

２ 変化の割合(ａ) ２

３ 初期値(ｂ) ３

４ 答 ４

ｙの増加量

χの増加量

１

２

１

２

１

２

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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１次関数 １・１次関数とグラフ

１５ ６ １次関数を求めること（その１）

（５／５）■ 変化の割合と１組のχ，ｙの値から ■

◇《変化の割合とχ，ｙの値から》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

次の条件をみたす１次関数を求めなさい。

χの増加量３に対するｙの増加量は－４で，χ＝９のときｙ＝－１で

ある直線

【考え方】「χの増加量３に対するｙの増加量は－４」の場合，

変化の割合は ，つまり－ となります。

＊説明の部分は省略し，１次関数を求める数式だけを書いて，答えなさい。

＊解法のプロセスを自分で組立ながら答えましょう。

［考える手順］ ［答 案］

１ １次関数を定義 １ 求める一次関数をｙ＝ａχ＋ｂ(ａ，ｂは定数)とおく。

２ ２

３ ３

４ ４

－４

３

４

３

４

３

４

３

４

３

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html



